
令和元年度版 市勢要覧

豊後高田市のすがた
資料集

この市章は、新生「豊後高田市」の誕生にあたり、広く一般からデザインを公募し、全国各地から寄せら
れた７８０作品の中から、市章選定委員会の選考を経て、２００５年９月１日に制定したものです。

デザインは、豊後高田市の頭文字（英文）の「BとT」を組み合わせて図案化したもので、「緑」は豊か
な恵みをもたらす大地を、「紫」は歴史と文化を、「青」は世界に繋がる周防灘の波を表しています。

千年の時を超えて受け継がれてきた美しい自然と六郷満山文化の歴史が織り成す豊かな風土を背景に、明
るく活力ある未来に向けて大きく飛躍する市の姿を象徴しています。

市 章
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位置及び地勢

●行政区域面積（206.24ｋ㎡）

●土地の地目別面積

●気候

資料：大分地方気象台（単位：mm、℃）

資料：大分県統計年鑑（単位：ha）

M…明治 T…大正 S…昭和 H…平成

豊後高田市の変遷

豊かな自然と雨が少
なく温暖で過ごしや
すい「瀬戸内式気
候」に属しています。

豊後高田市ふるさとキャラクター「ラッピー」

-３-

年　次 降水量 平均気温

平成26年 1,300.5 15.5

平成27年 1,492.0 16.0

平成28年 1,650.5 16.9

平成29年 1,485.0 15.9

平成30年 1,437.0 16.1

うち田 山林 竹林 原野

平成23年 20,665 3,100 1,830 10,757 891 110 818

平成24年 20,665 3,090 1,830 10,757 891 110 817

平成25年 20,665 3,080 1,830 10,554 1,045 116 814

平成26年 20,624 3,050 1,820 10,554 1,045 116 795

平成27年 20,624 3,040 1,810 10,554 1,045 116 798

平成28年 20,624 3,020 1,800 10,554 1,045 116 800

年 次 総面積
耕 地 林野

宅地

都市計画区域面積（非線引き） 5,300ha（53k㎡ ）



市役所の組織（平成３１年４月１日現在）

高田庁舎
（本館）

真玉庁舎

香々地
庁舎

●総務法規係
●秘書係
●人事給与係
●防災対策室

農業ブランド推進課

税務課地域活力創造課企画情報課総務課 財政課

●政策企画係
●広報係
●情報推進係

●市民税係
●固定資産税係
●納税係

●定住促進係
●地域振興係

●財政係
●管財係

地域総務二課

商工観光課環境課保険年金課市民課

●市民相談係
●市民窓口係

●衛生業務係
●環境推進係
●ごみ清掃工場

●農政係
●農業振興係
●地域支援係
●ブランド推進係
●水田対策班

●障がい福祉係
●生きがい福祉係
●生活福祉係

●国保年金係
●介護保険係

社会福祉課

●商工労政係
●観光係
●観光振興推進室

耕地林業課

会計課上下水道課

建設課

議会事務局

地域総務一課

ケーブルネットワークセンター（企画情報課）

選挙管理委員会事務局

監査委員事務局

農業委員会事務局

●耕地係
●林業係

●建設総務係
●土木建築係
●維持係

●管理営業係
●工務係
●終末処理場

●出納係 ●庶務係
●議事係

夢いろ幼稚園
キラリいろ幼稚園

健康交流
センター
花いろ

中央
公民館

消防本部

人権・同和対策課

子育て支援課

健康推進課

教育総務課

●総務管財係
●生涯学習係
●スポーツ振興係

学校教育課

●学務係
●学校教育指導係

●子育て支援係
●母子保健係

総務課 予防課

警防課

●庶務係
●消防団係

●予防係

●警防係
●救急係
●救助係

水産・地域産業課

消防本部香々地出張所

中央公民館

文化財室

高田庁舎
（別館）

学校給食
センター

●健康支援係
●保健予防係

隣保館
児童館
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●指導係



行政・議会（平成３１年4月１日現在）

●行政 ●議会

市 長 / 佐 々 木 敏 夫 （ 平 成 29年 ４ 月 24日 就 任 ）

副 市 長 / 堤 隆 （ 平 成 29年 ７ 月 １ 日 就 任 ）

教 育 長 / 河 野 潔 （ 平 成 28年 ７ 月 ２ 日 就 任 ）

議 長 / 菅 健 雄 （ 平 成 31年 3月 １ 日 就 任 ）

副 議 長 / 土 谷 信 也 （ 平 成 31年 ３ 月 １ 日 就 任 ）

統計メモ

１K㎡当たり110人
H31.3.31現在

１世帯当たり2.11人
H31.3.31現在

１日当たり0.31人
H30年度

１日当たり0.95人
H30年度

１人当たり99,046円
H29年度決算

5.14日に1組
H30年度

13.04日に1組
H30年度

１日当たり2.42人
H30年度

１日当たり2.26人
H30年度

6.08日に1件
H30年度

617,429円
H29年度決算

1,411件
H30年度

10件
H30年度

１人1日当たり844g
H30年度

給水戸数1世帯
1日当たり725ℓ

H30年度

-５-



人口

●豊後高田市の人口推移（国勢調査）

■旧市町別人口推移

生産年齢（15～64歳） 老年（65歳以上）年少（15歳未満）

資料：国勢調査（単位：人、％）

※平成22年、27年の総数には年齢不詳を含むため年齢別人口の内訳合計と一致しない。

資料：国勢調査（単位：人）

※平成22年、27年の総数には年齢不詳を含むため年齢別人口の内訳合計と一致しない。

[16.8％]

[60.7％]

[22.5％]

[26.9％]

[58.5％]

[14.6％]

[30.5％]

[56.0％]

[13.5％]

[54.6％]

[12.5％]

[32.9％]
[34.6％]

[54.1％]

[11.1％]

[37.2％]

[51.4％]

[10.7％]
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生産年齢（15～64歳） 老年（65歳以上）年少（15歳未満）

資料：住民基本台帳年報（単位：人、％）

■ 人 口 < 続 き >

■旧市町別人口推移

[38.0％]

[51.3％]

[10.7％]

[52.4％]

[11.4％]

[36.1％] [36.7％]

[51.7％]

[11.6％]

[37.3％]

[51.1％]

[11.7％]

資料：住民基本台帳年報（単位：人）

●豊後高田市の人口推移（住民基本台帳）

[37.6％]

[50.8％]

[11.6％]
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■経営耕地面積（ 単 位 ： h a ）■農家数及び農業就業人口（ 単 位 ： 戸 、 人 ）

産業

●自然動態及び社会動態

●世帯数と世帯員数の推移

資料：住民基本台帳年報（単位：人）

資料：農林業センサス

※四捨五入により、計と内訳が一致しない。

■ 人 口 < 続 き >

世帯あたり人員

資料：国勢調査（単位：世帯、人/世帯数）

「住みたい田舎ベス
トランキング」（宝
島社）で人口１０万
人未満のまちで総合
部門１位、７年連続
ベスト３になるなど、
市を挙げて取り組む
「移住・定住」施策
により、５年連続の
社会増を達成！

●農業の推移

-８-

出生 死亡 増減 転入 転出 増減

平成25年度 -270 151 421 -270 810 810 0

平成26年度 -133 147 363 -216 816 733 83

平成27年度 -174 156 383 -227 861 808 53

平成28年度 -211 150 424 -274 843 780 63

平成29年度 -198 149 396 -247 836 787 49

平成30年度 -174 113 345 -232 883 825 58

年　度 増　減
自然動態 社会動態

豊後高田市は、西日本有数の白ネギ、そばの産地です。
また、肥育牛生産頭数は大分県内１位です。



●商業の推移

●工業の推移

※平成23年は平成24年経済センサス-活動調査で実施。

資料：工業統計（単位：事業所数、万円）

資料：商業統計（単位：事業所数、百万円）

※卸売業と小売業の計。平成23年は平成24年経済センサス-活動調査で実施。

■ 産 業 < 続 き >

●産業別事業所数及び従業者数

資料：平成28年経済センサス-活動調査（単位：事業所数、人）

事業所数総数：1,119事業所 従業者総数：8,665人

※公務、事業内容等不詳を除く

「大分北部中核工業団地」を中心とした企業
誘致に取り組んだ結果、「製造品出荷額等」
（工業統計）が飛躍的に伸びています。また、
製造業で多くの雇用が創出されています。

-９-

区　分 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成28年
平成29年
（速報値）

事業所数 50 53 52 51 48 48

製造品出荷額等 4,283,534 4,947,059 4,726,250 5,413,942 6,262,116 6,576,797

区　分 平成16年 平成19年 平成23年 平成26年 平成28年

事業所数 448 403 293 241 251

年間商品販売額 33,480 29,267 22,140 24,128 26,025

企業の進出に伴い、市外から市内に働きに来
ている人も増加。昼夜間人口比率が上昇してい
ます。

平成17年 99.1％
平成22年 99.2％
平成27年 100.8％ 資料：国勢調査



1,118,122 1,100,581
1,176,306 1,184,496 1,198,165

1,300,215

82,003 87,641 89,945 85,285 85,809 88,406

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

■ 産 業 < 続 き >

●観光入込客数の推移

日帰り 宿泊

●産業別人口及び構成比の推移

※分類不能の産業があるため、各産業の就業者数の合計は就業者総数に一致しない。
また、構成比の合計は100％とならない。

観光

平成30年の観光入込客数は過去最高。130万人を超えました。
また、全国的に増加している外国人観光客数は豊後高田市において
も15,806人。平成25年に比べると４倍以上。Ｗifi整備や多言語表
示などの環境整備も進んでいます。

資料：国勢調査（単位：人、％）

資料：年別観光統計（単位：人）

■日帰り・宿泊の推移

■外国人観光客数の推移

資料：年別観光統計（単位：人）

-１０-

年　次 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

外国人観光客数 3,721 1,903 2,954 8,319 11,306 15,806



■ 観 光 < 続 き >

●主要施設別観光入込客数の推移 資料：年別観光統計（単位：人）

※2 真玉海岸は「マテ貝掘り」
の観光客を含む

「豊後高田昭和の町」に次いで多
いのは、市内６カ所の温泉「くに
さき六郷温泉」です。
炭酸水素塩泉・硫酸塩泉・塩化物
泉と３種類の泉質が楽しめます。

※主要観光施設の位置は、Ｐ39「付-１ 豊後高田市観光マップ」を
ご覧ください。

く に さ き 六 郷 温 泉
（ 写 真 上 段 左 か ら ） 花 い ろ 温 泉 、 夷 谷 温 泉 、 真 玉 温 泉 山 翆 荘
（ 写 真 下 段 左 か ら ） 仙 人 湯 、 海 門 温 泉 、 蕗 薹

-１１-

年　次 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

富貴寺

（※1）
60,997 48,068 50,844 71,635

真木大堂

（※1）
31,435 28,146 27,005 32,853

熊野磨崖仏 40,469 38,555 40,911 33,706 35,116 35,987

長安寺 42,950 38,973 31,050 26,870 32,909 45,112

豊後高田

昭和の町
370,951 341,890 360,342 345,718 373,394 396,811

椿堂 16,745 15,850 15,850 15,850 15,850 15,850

鬼会の里 3,104 2,219 2,947 1,916 2,143 2,520

長崎鼻リゾート

キャンプ場
67,551 69,548 62,349 71,590 83,331 83,548

真玉海岸

（※2）
35,341 36,500 54,140 41,200 37,070 38,180

粟嶋公園 － － － 56,956 47,502 54,636

花いろ温泉 139,139 144,683 163,088 164,256 170,701 165,416

スパランド真玉

（日帰り）
107,502 112,569 109,506 104,150 105,240 103,968

仙人湯 27,513 27,052 26,924 29,811 25,335 23,571

夷谷温泉 59,642 52,257 70,165 71,626 74,202 69,579

計 973,637 941,551 1,029,704 1,039,863 1,080,642 1,139,666

62,730 61,455

※1 富貴寺、真木大堂は
平成27年から個別集計



健康

●延伸の推移（県内比較）

資料：大分県健康指標計算システム（単位：歳）

※1 大分県が算出する「平均寿命」及び「お達者年齢」は、データの少なさに起因する偶然性を排除するため、
５年平均で算出しています。

※2 「お達者年齢」は、介護保険制度による要介護２以上に認定されていない方を健康とみなして算出しています。

●平均寿命、お達者年齢（健康寿命）

■市町村別平均寿命

■お達者年齢（健康寿命）

平均寿命、お達者年齢（健康寿命）ともに５年前と比較して伸
びています。

●市民の健康意識の高まり
●市内各地の景勝地を巡る「ぶんごたかだ健康ウォーク」や

19歳から無料で受けられる「Ｕ40健診」
●生活習慣病の予防・改善を目的とした「特定健康診査」及

び健診後の保健指導、「がん検診」や胃がんのリスクであ
るピロリ菌検査

●高齢者の介護予防を目的とした「元気アップ教室」
など、「健康づくり」を幅広い世代を対象に積極的に取り組ん
でいることが、その要因と考えられます。

資料：大分県健康指標計算システム（単位：歳）

資料：大分県健康指標計算システム（単位：歳）
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男性
H20-H24

平均
H25-H29

平均
延伸 女性

H20-H24
平均

H25-H29
平均

延伸

県平均 79.82 80.87 1.05 大分県 86.55 87.16 0.61

豊後高田市 78.77 79.77 1.00 豊後高田市 85.67 86.25 0.58

男　性
H20-H24

平均
H25-H29

平均
延伸 女　性

H20-H24
平均

H25-H29
平均

延伸

県平均 78.22 79.33 1.11 大分県 83.33 84.05 0.72

豊後高田市 77.10 78.23 1.13 豊後高田市 82.18 83.38 1.20

男性 78.77 79.02 79.11 80.00 80.23 79.77

女性 85.67 86.40 86.15 86.82 86.54 86.25

男性 77.10 77.42 77.54 78.51 78.84 78.23

女性 82.18 83.16 83.14 83.69 83.57 83.38

H25-H29
平均

H24-H28
平均

H23-H27
平均

平均寿命

お達者年齢
（健康寿命）

H21-H25
平均

H22-H26
平均

寿命（年齢） 性別
H20-H24

平均



年　度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

給付費 304,945 300,188 294,781 286,714 288,578

介護予防等事業費 9,449 9,562 9,065 12,769 17,600

計 314,394 309,750 303,846 299,483 306,178

社会保障

●介護保険

■加入者の状況

■介護認定者数の推移

■１人当たりの介護給付費の推移

介護予防教室や地域ケア会議など「介護予防」を重点
的に取り組んできた結果、「介護認定率」や「１人当
たりの介護給付費」は比較的安定して推移していま
す。

■介護予防の取組

資料：住民基本台帳年報（単位：人、％）

資料：高齢者保健福祉計画 第７期介護保険事業計画（単位：人、地域）

資料：厚生労働省 地域包括ケア「見える化」システム（単位：人、％）※ 30年度は、H31.3.1現在の最新数値

資料：介護保険事業状況報告（年報）（単位：円）
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年　度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

被保険者数 8,471 8,541 8,595 8,590 8,612

高齢化率 36.1 36.7 37.3 37.6 38.0

年　度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

認定者数 1,413 1,397 1,373 1,412 1,430

認定率 16.7 16.3 16.0 16.4 16.6

【参考】認定率（国） 17.9 17.9 18.0 18.0 18.3

【参考】認定率（県） 19.0 18.0 17.7 17.7 17.9

年　度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

介護予防教室参加者 358 354 345 329 453

訪問指導数 291 240 254 171 325

週１回の運動参加
・サロン（地域）

- 2 12 6 3



年　度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

医療費 954,532 972,158 998,737 1,024,549 1,033,463

【参考】医療費（県） 1,024,793 1,045,501 1,027,286 1,046,449 1,053,443

県との比較 -70,261 -73,343 -28,549 -21,900 -19,980

年　度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

医療費 408,808 431,772 404,408 412,028 422,020

【参考】医療費（県） 399,023 421,322 415,878 432,105 436,288

県との比較 9,785 10,450 -11,470 -20,077 -14,268

●国民健康保険

■介護保険料の推移

第７期介護保険料基準月額は5,270円で、大分県平均と比
較して520円低い額となっています。
※第６期と比較して170円の増額は、介護職員の処遇改善
等、国の制度改正が大きく影響しています。

国民健康保険、後期高齢者医療保険ともに１人当た
りの医療費が県平均より低い額となっています。

●後期高齢者医療保険

■１人当たりの医療費

■１人当たりの医療費

資料：高齢者保健福祉計画 第７期介護保険事業計画（単位：円）

資料：大分県国民健康保険団体連合会医療費速報（単位：円）

資料：大分県後期高齢者医療広域連合集計資料（単位：円）

■ 社 会 保 障 < 続 き >

第 ４ 期 以 降 の 介 護 保 険 料 （ 月 額 ）

-１４-



教育

●学校数の推移

資料：学校基本調査（単位：園、校）資料：学校基本調査（単位：人）

幼稚園 小学校 中学校

完全学校週５日制（平成１４年度）の開始を契機に、教育環境の充実を図るため、市営塾「学
びの２１世紀塾」を設立。平成30年度からは、放課後児童クラブ（２クラブ）に学習支援ボラ
ンティアを派遣し、宿題などの学習サポートを開始しました。

平成31年度（令和元年度）は、市内全小・中学校にタブレット端末を整備しました。
市内唯一の高校である「県立高田高校」。その活性化のため、学生寮（青鷹寮）を市が整備

し、運営支援を行っています。

水道・下水道

●水道の状況

●下水道の状況
資料：水道統計（単位：人、％）

資料：地方公営企業決算状況調書（単位：人、％）

●園児・児童・生徒数の推移

学 び の 2 1 世 紀 塾

-１５-

高校

年　度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

給水人口 12,811 12,909 12,998 12,994 13,060

普及率 55.6 56.4 57.1 57.6 58.4

年　度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

処理人口 12,326 12,369 12,330 12,333 12,300

普及率 52.3 52.8 53.0 53.5 53.8

年　度 幼稚園 小学校 中学校 高校 計

平成26年度 4 11 6 1 22

平成27年度 4 11 6 1 22

平成2８年度 4 11 6 1 22

平成29年度 4 11 6 1 22

平成30年度 4 11 6 1 22



衛生

●し尿等排出量の状況

可燃ごみ 不燃ごみ 資源ごみ 浄化槽汚泥搬入量 し尿収集量

資料：一般廃棄物処理事業実態調査（単位：KL）資料：一般廃棄物処理事業実態調査（単位：ｔ）

合計

●ごみ処理の状況

生 ご み 水 切 り 器 コ ン ポ ス タ ー

～ごみ減量に向けた取組～

-１６-

「生ごみ水切り器」・「コンポスター」の無料配布や、サロ
ン・自治会でのごみ減量に関する出前講座などに取り組み、
５年連続で前年度より減少してきましたが、平成３０年度は
わずかながら増加に転じています。



財政

●令和元年度当初予算
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財政

●令和元年度当初予算
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財政

●令和元年度当初予算
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財政

●令和元年度当初予算
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財政

●令和元年度当初予算

-２１-



財政

●令和元年度当初予算

-２２-



年　度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

市 税（計） 2,123,662,699 2,125,726,482 2,153,649,980 2,212,818,390 2,264,282,684

市民税 875,570,752 862,633,112 864,810,259 897,097,838 934,208,661

固定資産税 993,837,614 1,012,863,574 1,036,738,378 1,057,398,539 1,079,618,880

軽自動車税 61,242,500 62,730,723 63,750,200 77,391,400 80,056,200

市たばこ税 191,680,733 186,060,423 186,824,593 179,515,213 168,955,493

入湯税 1,331,100 1,438,650 1,526,550 1,415,400 1,443,450

●市町村財政比較分析表（平成29年度）

地方公共団体の財政力を示す指数
で、基準財政収入額を基準財政需要
額で除して得た数値の過去３年間の
平均値です。

財政力指数が高いほど、普通交付
税算定上の留保財源が大きいことに
なり、財源に余裕があるといえま
す。

※1 国勢調査を基にした人口と産業構造（産業別就業人口の比率）によって市町村を分類し、
同じ分類となった全国の市町村を指します。

類似団体平均（※1）豊後高田市

●市税の推移

■財政力（財政力指数）

【納税義務者】
市民税・・・・市町村内に住所を有する個人、市町村内に事務所等を有する法人等
固定資産税・・固定資産（土地、家屋、償却資産）の所有者
軽自動車税・・軽自動車等の所有者
市たばこ税・・卸売販売業者等
入湯税・・・・入湯客

たばこ税率引き上げや喫煙規制等を原因として、喫煙者数が減少しているた

め、「たばこ税」は年々減額傾向にありますが、「大分北部中核工業団地」を

中心とした進出企業等の事業用資産（償却資産）の設備投資や太陽光発電施設

の整備等による「固定資産税」の増額によって、「市税（計）」は年々増えつ

つあります。

■ 財 政 < 続 き >

-２３-

（単位：円）



地方公共団体の借入金（地方債）
の返済額（公債費）の大きさを、そ
の地方公共団体の財政規模に対する
割合で表したものです。

人件費とは、職員給、特別職給
与、議員報酬、各種委員報酬や退職
金など、職員等に対し、勤労の対
価、報酬として支払われる経費で
す。

物件費とは、人件費、維持補修
費、扶助費、補助費等以外の地方公
共団体が支出する消費的性質の経費
の総称であり、職員旅費や備品購入
費、委託料等が含まれます。

■人件費・物件費等の状況
（人口１人当たり人件費・物件費等決算額）

■公債費負担の状況（実質公債費比率）

地方税、普通交付税のように使途
が特定されておらず、毎年度経常的
に収入される一般財源（経常一般財
源）のうち、人件費、扶助費、公債
費のように毎年度経常的に支出され
る経費（経常的経費）に充当された
ものが占める割合です。

■財政構造の弾力性（経常収支比率）

■ 財 政 < 続 き >
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■ 財 政 < 続 き >

●ふるさと応援寄附金の推移(実績）

2018年度の施策である幼稚園・小学校・中学校の給食費の無償化及び高校生までの医
療費の無料化に加え、2019年4月からは、市内保育園の保育料、市内幼稚園の授業料を完
全料無料化、より充実した子育て応援誕生祝い金制度をスタートしました。

これら施策の財源は、ふるさと応援寄附金です。
市レベルでは全国トップクラスの取組を進めるため、全国の皆さんに応援していただけ

るよう、国の基準を守りながらしっかりと取組を進めます。

＜豊後高田市ふるさと納税サイト一覧＞

■ふるさとチョイス
https://www.furusato-tax.jp/city/product/44209
■豊後高田市ふるさと納税特設サイト
■ふるなび
■楽天市場ふるさと納税
■ANAふるさと納税

-２５-

年度 金額 件数

平成24年度 2,650,000円 26件

平成25年度 3,673,000円 41件

平成26年度 32,438,000円 2,091件

平成27年度 100,882,100円 5,778件

平成28年度 131,241,000円 9,619件

平成29年度 142,305,000円 8,839件

平成30年度 280,261,943円 15,941件

●平成30年度ふるさと応援寄附金の使い道（実績）

(単位： 円)

高校生までの医療費無料化拡充分 32,601,487

幼・小・中　給食費無償化分 59,027,220

計 91,628,707

使
い
道



表彰（平成17年3月31日合併以降）
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年　度 受　賞　名 受　賞　団　体 表　彰　

平成17年度 大分合同新聞社賞２００５ 豊後高田商工会議所 大分合同新聞社

平成17年度 地域再生・地域自慢大会　最優秀賞 豊後高田市 内閣府

平成17年度 ふるさとづくり賞　内閣官房長官賞 豊後高田市
財団法人
あしたの日本を創る協会

平成18年度 がんばる商店街７７選 市内８商店街 経済産業省

平成18年度 地域いきいき観光まちづくり100 昭和の町 国土交通省

平成18年度 第2回ＪＴＢ交流文化賞 豊後高田市観光まちづくり株式会社 JTB

平成18年度 農林水産祭むらづくり部門全国表彰　天皇杯受賞 ふき活性化協議会 農林水産省

平成19年度 地域づくり総務大臣　団体表彰 豊後高田商工会議所 総務省

平成19年度 全国そば生産優良地区表彰　最優秀賞 豊後高田そば生産組合 日本蕎麦協会

平成20年度
第9回環境美化教育優良校等表彰
散乱防止活動部門

高田中学校
公益社団法人
食品容器環境美化協会

平成21年度 第31回サントリー地域文化賞 昭和の町 サントリー文化財団

平成21年度 全国商工会議所きらり輝き観光振興大賞 豊後高田商工会議所 日本商工会議所

平成22年度 地域づくり総務大臣　団体表彰 荘園の里推進委員会 総務省

平成22年度 地域環境美化功績者 高田中学校 環境省

平成23年度
平成23年度まちづくり月間まちづくり功労者
国土交通大臣表彰受賞

豊後高田商工会議所 国土交通省

平成23年度 平成23年度 手づくり郷土賞（大賞部門）
豊後高田市観光まちづくり株式会社
豊後高田商工会議所
豊後高田市

国土交通省

平成23年度
第21回全国花のまちづくりコンクール
花のまちづくり優秀賞（推進協議会賞）

花いっぱい運動推進グループ
長崎鼻Ｂ･Ｋネット

公益財団法人
「日本花の会」

平成23年度 第12回環境美化教育優良校等表彰 田染中学校
公益社団法人
食品容器環境美化協会

平成24年度
平成24年度 まちづくり情報交流大賞
まち交大賞（国土交通大臣賞）

豊後高田市 国土交通省

平成24年度
フードアクション・ニッポン・アワード２０１２
流通部門優秀賞

長崎鼻Ｂ・Ｋネット
フード・アクション
・ニッポン アワード
2012実行委員会

平成24年度 第13回環境美化教育優良校等表彰 都甲小学校
公益社団法人
食品容器環境美化協会



■ 表 彰 < 続 き >
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年　度 受　賞　名 受　賞　団　体 表　彰　

平成26年度
第6回耕作放棄地発生防止・解消活動表彰
全国農業会議所会長賞

花いっぱい運動推進グループ
NPO法人長崎鼻Ｂ・Ｋネット

全国農業会議所

平成26年度
平成26年度優れた「地域による学校支援活動」推進にかか
る文部科学大臣表彰

河内中学校
草地小学校

文部科学省

平成26年度 地域情報化大賞　奨励賞
株式会社デジタルブティック
豊後高田市

総務省

平成27年度
第25回全国花のまちづくりコンクール
花のまちづくり大賞・農林水産大臣賞

花いっぱい運動推進グループ
NPO法人長崎鼻ＢＫネット

公益財団法人
「日本花の会」

平成27年度 COOL JAPAN AWARD 2015
豊後高田市
昭和の町

一般社団法人
クールジャパン協議会

平成27年度
全国移住ナビ　全国コンテスト
総務大臣賞

豊後高田市 総務省

平成27年度
全国移住ナビ　移住体験談全国コンテスト
空き家バンク利用賞

豊後高田市 総務省

平成27年度
平成27年度優れた「地域による学校支援活動」推進にかか
る文部科学大臣表彰

田染小学校 文部科学省

平成27年度 第16回環境美化教育優良校等表彰 真玉中学校
公益社団法人
食品容器環境美化協会

平成28年度 ふるさとづくり大賞　地方自治体表彰（総務大臣賞） 豊後高田市 総務省

平成28年度
平成28年度優れた「地域による学校支援活動」推進にかか
る文部科学大臣表彰

真玉小学校 文部科学省

平成28年度 子どもの読書活動優秀実践図書館（文部科学大臣表彰） 豊後高田市立図書館 文部科学省

平成28年度 都市計画協会会長賞 豊後高田市
公益財団法人
都市計画協会

平成28年度 SYDボランティア奨励賞（文部科学大臣賞） 戴星学園 文部科学省

平成29年度 2017年アジア都市景観賞 豊後高田市

国連ハビタット福岡本部（ア
ジア太平洋担当）、アジア人
間居住環境協会（アジアハビ
タット協会）、公益財団法人
福岡アジア都市研究所、アジ
ア景観デザイン学会

平成29年度

認知症サポーターキャラバン　平成29年度　表彰・報告会

認知症サポーター養成状況　優良自治体
【人口５万人未満】年間認知症サポーター養成数１位

豊後高田市
全国キャラバンメイト連絡協
議会

平成30年度 平成30年度手づくり郷土賞（一般部門）
NPO法人長崎鼻ＢＫネット
豊後高田市

国土交通省

令和元年度
都市計画法・建築基準法制定100 周年記念
国土交通大臣表彰

豊後高田市観光まちづくり株式会社 公益財団法人都市計画協会



指定

■「中山仙境（夷谷）」

平成30年10月15日 指定

指定：文部科学省

●名勝

-２８-

【名勝とは？】

優れた景観を持つ「名勝地」「景勝地」の内、国または地方自治体によって指定されたもののことを言い、国指
定名勝は「わが国のすぐれた国土美として欠くことのできないもの」と定義付けられています。山岳や瀑布（ば
くふ）、岩石などに見られる特異な自然現象による美しい景勝「自然名勝」と、庭園や寺院などに見られる人文
的・芸術的視点から創出される景勝「人文名勝」に分類されます。

【指定理由】
東夷と西夷の二つの谷からなる一体の風致景観。江戸時代の国学者･高井八穂(たかい やつほ)が｢夷谷八景｣を選んだ
ことで知られ、中山仙境の屹立した岩峰群の連なりは東夷と西夷の双方に臨み、展望地点としても優れている。

1 2

3

4

岩峰が連なる夷谷の独特な景観。眼下には六郷山寺院･
霊仙寺が見える。

中山仙境にかかる｢無明橋｣。香々地の谷から、はるか
周防灘までを見通す。

初夏の中山仙境。屹立する岩峰、緑濃い山並みと水
田。

晩秋の霊仙寺・実相院・六所神社。｢神仏習合｣に相応
しく、一列に境内が並ぶ。

1

2

3

4

なかやませんきょう えびすだに



天 念 寺 耶 馬

【指定理由】
国東半島の六郷山における修行の寺院であった、中山本寺である天念寺と無動寺の背後にそびえる岩峰や岩屋、
無明橋などで特徴づけられる優れた風致景観で、古代以来の回峰行を通じた密接な連続性を有するとともに、相
互に眺望の対象となっている点で顕著な特徴を有する。

平成29年10月13日 指定 指定：文部科学省

-２９-

■ 指 定 < 続 き >

■「天念寺耶馬及び無動寺耶馬」

無 動 寺 耶 馬

1

2

3

4

天念寺の背後にそびえる岩峰。天念寺講堂と身濯神社は一体となって建てられ、神仏習合の風景を伝える。

天念寺耶馬の最深部、高低差100ｍを超える場所にかかる｢無明橋｣。信心の無い者、邪な心を持つ者が渡
ろうとすると落ちてしまうと伝わる難所中の難所。

無動寺の背後に迫る岩壁―。大正時代の地誌『西国東郡誌』では｢奇勝中の奇、絶景中の景｣と称される。

無動寺耶馬の頂上からの眺望。

1

2

3

4



認定

■「鬼が仏になった里『くにさき』」

【認定対象】
豊後高田市・国東市にねざした、人と鬼とが長年の友のようにつながる「くにさきの鬼」の稀有な文化をま

とめたストーリー

平成30年5月24日 認定 認定：文化庁

【ストーリー概要】
「くにさき」の寺には鬼がいる。一般に恐ろしいものの象徴である鬼だが、「くにさき」の鬼は人々に幸せを

届けてくれる。
おどろおどろしい岩峰の洞穴に棲む「鬼」は不思議な法力を持つとされ、鬼に憧れる僧侶達によって「仏（不

動明王）」と重ねられていった。「くにさき」の岩峰につくられた寺院や岩屋を巡れば、様々な表情の鬼面や優
しい不動明王と出会え、「くにさき」の鬼に祈る文化を体感できる。

修正鬼会の晩、共に笑い、踊り、酒を酌み交わす――。「くにさき」では、人々と鬼とが長年の友のように繋
がれる。

●日本遺産

-３０-

【日本遺産(Japan Heritage)とは？】

文化庁が地域の歴史・文化財にまつわる｢ストーリー｣を認定し、そのストーリーを核にして、我
が国の特色ある文化・伝統の魅力を発信し、文化財の活用を通して観光振興・地域活性化を図る
ための新制度です。
現在まで認定されたストーリーは全国で83件(令和元年５月現在)あり、２０２０年頃までに約１
００件の認定が予定されています。



過疎地域にありながら、地区を離れた若者たちも「修正鬼会」を後世に継承するため協力し、地元の小中学生
にお囃子なども含めた指導を行うなど地域が一丸となって活動をしています。

■鬼と炎が舞う長岩屋修正鬼会

認定：公益社団法人日本ユネスコ協会連盟平成24年11月13日 認定

●世界農業遺産

■クヌギ林とため池をつなぐ国東半島・宇佐の農林水産循環

平成25年5月30日 認定

本地域におけるクヌギを活用した原木しいたけといった農林水産業の一連の循環システムや六郷満山独自の文化
に加え、中世の景観を残す「田染荘小崎の農村景観（国重要文化的景観）」など多くの貴重な資源が守られている
ことも高く評価されました。

●プロジェクト未来遺産

認定：国連食糧農業機関(FAO)

【認定対象】
国東半島宇佐地域での、クヌギ林とため池によって、持続的に維持されている原木しいたけ生産をはじめとする

「循環型の農林水産業」の営み

■ 認 定 < 続 き >

【認定対象】
長岩屋修正鬼会保存会が取り組む「修正鬼会」の保存活動

-３１-

ながいわや しゅじょうおにえ



登録

登録：一般社団法人日本記念日協会

●記念日登録

■千年の時を刻む荘園村落遺跡「田染荘（たしぶのしょう）小崎」

認定：公益社団法人日本ユネスコ協会連盟平成23年12月19日 認定

「荘園の姿を残すという発想がすばらしく、まさに生きている文化遺産と呼ぶにふさわしい」と取り組みが
評価されました。

■ 認 定 < 続 き >

【認定対象】
荘園の里推進委員会が取り組む「田染荘小崎」の保存活動

-３２-



●文化財 ＰＩＣＫ ＵＰ

富貴寺は田染蕗に所在する天台宗寺院です。平安時代後期に創建さ

れたと伝えられ、後に国東半島に展開する天台宗寺院の集合体である
｢六郷満山｣の一つとなりました。

境内に建つ｢大堂｣は、平安時代の阿弥陀堂建築の数少ない例として

知られ、昭和27年に｢国宝｣に指定されています。
富貴寺大堂は、京都･平等院鳳凰堂、岩手･中尊寺金色堂と並び、

平安時代の浄土思想･阿弥陀信仰の地方への広がりを示す事例として、

歴史の教科書にも必ず登場しています。

■ 国宝･富貴寺大堂 ～九州最古の木造建築。日本史教科書でもおなじみの阿弥陀堂～

田染真木に所在する真木大堂は、かつて六郷満山の一つ馬城山伝

乗寺であったといわれ、平安時代に造られた九体の仏像が現在伝

わっています。(国の重要文化財に指定されています。)

なかでも目を引くのは、水牛に乗り、六つの顔と六つの手足を持

つ大威徳明王像です。

悪敵調伏・戦勝祈願の仏様とされていますが、牛に乗るその姿か

らは農業にも御利益があるとされ、地域の方から篤く信仰されてき

ました。

しかも、現存する大威徳明王像の中では日本最大級の大きさ(約

2.5ｍ)を誇ります。迫力あるその御姿を是非、現地でご覧くださ

い。

■ 日本遺産｢鬼が仏になった里 『くにさき』｣を 《おにぎり》 で盛り上げよう！

■ 真木大堂の仏像群 ～日本一の大きさを誇る大威徳明王像など、圧巻の平安仏の数々～

平成30年5月に認定を受けた、日本遺産｢鬼が仏になった里『くに
さき』｣を盛り上げるために、豊後高田市では国東市とともに様々な
事業に取り組んでいます。

その中でも、くにさきの新名物を創造するべく…鬼、おに、オニ
……ということで、《おにぎり》のアイディアを募集したところ、
400点近い応募がありました。平成31年2月には《おにぎりコンテ
スト決勝大会》を開催し、大変盛り上がりました。

また現在、市内ほかの協力店舗で《おにぎり》を食べると、くに
さきの｢鬼｣に関する情報発信などのチャレンジ事業に1円が寄附され
るという《おにぎりクラウドファンディング》を実施中です。

ぜひ、《おにぎり》を食べて、日本遺産を盛り上げていきましょう！

※豊後高田市ホームページ ｢おにぎりクラウドファンディングについて｣
https://www.city.bungotakada.oita.jp/page/page_04346.html

文化財

-３３-



●文化財一覧（平成31年3月28日現在） ★：新規（平成30年度）

■ 文 化 財 < 続 き >

-３４-

名　　　　　　　　　　　　　称 時　代 形　態 指　定

富貴寺大堂､附旧棟木の部分 田染蕗 平安後期 建造物 国宝
昭和27年11月22日
■追加
昭和30年2月2日

木造阿弥陀如来坐像 田染蕗 平安後期 美術工芸品 国 昭和25年8月29日

木造阿弥陀如来坐像 田染真木 平安後期 美術工芸品 国 昭和25年8月29日

木造四天王立像 田染真木 平安後期 美術工芸品 国 昭和25年8月29日

木造大威徳明王像 田染真木 平安後期 美術工芸品 国 昭和25年8月29日

木造不動明王 二童子立像 田染真木 平安後期 美術工芸品 国 昭和25年8月29日

銅板法華経、附銅筥板 加礼川 平安後期 美術工芸品 国 昭和25年8月29日

熊野磨崖仏 平安後期 美術工芸品 国 昭和39年5月26日

木造太郎天 及 二童子立像 加礼川 平安後期 美術工芸品 国 昭和45年5月25日

大堂壁画 田染蕗 平安後期 美術工芸品 国 昭和53年6月15日

熊野磨崖仏 附元宮磨崖仏 及び 鍋山磨崖仏 平安･鎌倉･室町 史跡 国 昭和30年2月15日

修正鬼会 長岩屋 平安時代～ 無形民俗 国 昭和52年5月17日

木造阿弥陀如来立像 長岩屋 平安後期 美術工芸品 国 昭和36年1月26日

田染荘小崎の農村景観 ― 文化的景観 国
平成22年8月5日
■追加
平成28年10月3日

富貴寺境内 田染蕗 ― 史跡 国 平成25年10月17日

天念寺耶馬及び無動寺耶馬 長岩屋、黒土 ― 名勝 国 平成29年10月13日

中山仙境（夷谷） 夷 ― 名勝 国 平成30年10月15日 ★
長岩屋の修正鬼会の芸能 長岩屋 平安時代～ 無形民俗 国選 昭和48年11月5日

旧共同野村銀行社屋 昭和時代 建造物 国登 平成21年8月7日

旧高田農業倉庫北蔵 昭和時代 建造物 国登 平成22年4月28日

旧高田農業倉庫北小蔵 昭和時代 建造物 国登 平成22年4月28日

旧高田農業倉庫東蔵 昭和時代 建造物 国登 平成22年4月28日

旧大分合同銀行社屋 昭和時代 建造物 国登 平成22年4月28日

春日神社本殿 草地 江戸時代 建造物 国登 平成23年10月28日

春日神社摂社厳島神社 草地 明治時代 建造物 国登 平成23年10月28日

春日神社摂社八坂神社 草地 江戸時代 建造物 国登 平成23年10月28日

春日神社申殿 草地 明治時代 建造物 国登 平成23年10月28日

春日神社拝殿 草地 江戸時代 建造物 国登 平成23年10月28日

春日神社籠り屋 草地 昭和時代 建造物 国登 平成23年10月28日

春日神社神楽殿 草地 江戸時代 建造物 国登 平成23年10月28日

春日神社鐘楼 草地 江戸時代 建造物 国登 平成23年10月28日

春日神社神門 草地 江戸時代 建造物 国登 平成23年10月28日

春日神社西門 草地 江戸時代 建造物 国登 平成23年10月28日

春日神社余興舞台 草地 昭和時代 建造物 国登 平成23年10月28日

春日神社参道鳥居 草地 江戸時代 建造物 国登 平成23年10月28日

春日神社西参道鳥居 草地 昭和時代 建造物 国登 平成23年10月28日

妙壽寺本堂 金谷町 明治中期 建造物 国登 平成30年3月27日

妙壽寺経蔵 金谷町 江戸中期 建造物 国登 平成30年3月27日

妙壽寺鐘楼 金谷町 江戸中期 建造物 国登 平成30年3月27日

妙壽寺中門 金谷町 江戸末期 建造物 国登 平成30年3月27日

妙壽寺山門 金谷町 江戸中期 建造物 国登 平成30年3月27日

銅鏡 草地 後漢中期 美術工芸品 県 昭和28年4月20日

石造宝塔（国東塔） 田染平野 南北朝時代 建造物 県 昭和32年3月26日

石造宝塔（国東塔） 南北朝時代 建造物 県 昭和32年3月26日

画像石 美和 南北朝時代 美術工芸品 県 昭和33年3月25日

梅遊寺板碑 一畑 室町前期 建造物 県 昭和34年3月20日

木造阿弥陀如来坐像 及 脇侍 田染蕗 平安後期 美術工芸品 県 昭和34年3月20日

富貴寺笠塔婆 田染蕗 鎌倉中期 建造物 県 昭和40年3月9日

木造聖観音立像 小田原 平安中期 美術工芸品 県 昭和44年3月22日

木造釈迦如来坐像 長岩屋 平安後期 美術工芸品 県 昭和46年3月23日

木造日光・月光菩薩立像 長岩屋 平安後期 美術工芸品 県 昭和46年3月23日

木造勢至菩薩立像 長岩屋 平安後期 美術工芸品 県 昭和46年3月23日

木造吉祥天立像 長岩屋 平安後期 美術工芸品 県 昭和46年3月23日

新町

新町

新町

新町

中央通

田染平野

田染小崎

所　在　地 指定･選定･登録年月日

田染平野

田染平野、田染真中、田染上野



■ 文 化 財 < 続 き >

★：新規（平成30年度）

-３５-

名　　　　　　　　　　　　　称 時　代 形　態 指　定

木造仮面 田染蕗 平安後期 美術工芸品 県 昭和46年3月23日

其ノ田板碑 南北朝時代 建造物 県 昭和47年3月21日

富貴寺板碑 田染蕗 南北朝時代 建造物 県 昭和47年3月21日

呉崎新田検地帳 附 新田関係地図 呉崎 江戸後期 美術工芸品 県 昭和48年3月20日

庵ノ迫板碑 南北朝時代 建造物 県 昭和50年3月28日

梅遊寺板碑 一畑 南北朝時代 建造物 県 昭和50年3月28日

延寿寺石殿 田染小崎 戦国時代 建造物 県 昭和51年3月30日

胎蔵寺懸仏 田染平野 鎌倉～室町時代 美術工芸品 県 昭和51年3月30日

富貴寺石殿 田染蕗 南北朝時代 建造物 県 昭和59年3月30日

若宮八幡神社石造橋 是永町 江戸後期 建造物 県 昭和58年4月12日

智恩寺国東塔 鼎 南北朝時代 建造物 県 昭和53年3月31日

長安寺国東塔 加礼川 鎌倉後期 建造物 県 昭和54年5月15日

城山国東塔 田染真中 南北朝時代 建造物 県 昭和54年5月15日

塔ノ御堂板碑 小田原 鎌倉後期 建造物 県 昭和54年5月15日

福寿寺薬師堂磨崖国東塔 田染平野 室町時代 建造物 県 昭和55年4月8日

ゆずりは両面板碑 梅木 鎌倉後期 建造物 県 昭和56年3月31日

穴瀬横穴群 古墳後期 史跡 県 昭和46年3月23日

入津原丸山古墳 古墳中期 史跡 県 昭和49年3月19日

猫石丸山古墳 古墳後期 史跡 県 昭和49年3月19日

金剛山長安寺 加礼川 ― 史跡 県 昭和54年5月15日

長岩屋山天念寺 長岩屋 ― 史跡 県 昭和54年5月15日

長安寺の太鼓 加礼川 鎌倉時代 美術工芸品 県 平成6年3月25日

木造大応国師坐像及び胎内納入品 玉津 南北朝時代 美術工芸品 県
平成6年3月25日
平成26年2月14日【追

加】

カワラガマ遺跡 奈良後期 史跡 県 平成8年3月29日

若宮八幡神社　本殿 附棟札一枚･申殿･唐門 附御門神社･西門是永町 江戸後期 建造物 県 平成29年3月7日

木造仁王像（阿形） 田染真中 平安末～鎌倉初頭 美術工芸品 県 平成29年3月7日

石造地蔵菩薩坐像 田染蕗 南北朝時代 美術工芸品 県 平成30年2月6日

島原藩領田染組村絵図 江戸後期 美術工芸品 県 平成30年2月6日

城山薬師堂四面石仏 田染真木 室町時代 美術工芸品 県 平成31年3月12日 ★
木造不動明王坐像 大岩屋 平安後期 美術工芸品 県 昭和44年3月22日

木造薬師如来坐像及び十二神将 黒土 平安～鎌倉時代 美術工芸品 県 昭和35年3月22日

木造薬師如来坐像 黒土 平安後期 美術工芸品 県 昭和35年3月22日

木造大日如来坐像 黒土 平安後期 美術工芸品 県 昭和35年3月22日

木造不動明王坐像 黒土 平安後期 美術工芸品 県 昭和44年3月22日

福真磨崖仏 附 堂ノ迫磨崖仏 黒土 室町時代 史跡 県 昭和35年3月22日

真玉寺石殿 西真玉 室町時代 建造物 県 昭和52年3月31日

小河内山神社宝篋印塔 黒土 室町時代 建造物 県 昭和53年3月31日

安養寺国東塔 中真玉 鎌倉～南北朝時代 建造物 県 昭和58年4月12日

雲雀丘国東塔 臼野 南北朝～室町時代 建造物 県 昭和58年4月12日

真玉氏居館跡 西真玉 室町時代 史跡 県 昭和60年3月29日

焼尾塔ノ本国東塔 南北朝時代 建造物 県 平成4年3月27日

潮観橋 附 潮観橋序碑・石燈籠 香々地 江戸後期 建造物 県 昭和57年3月30日

線刻板碑 南北朝～室町時代 史跡 県 昭和28年4月20日

夷谷 － 名勝 県 昭和32年3月26日

長崎鼻の海蝕洞穴 － 天然記念物 県 平成8年2月15日

六郷山夷岩屋の寺社境内 夷 － 史跡 県 平成28年2月23日

早田国東塔 香々地 早田区 南北朝時代 建造物 県 平成31年3月12日 ★
ホーランエンヤ 江戸時代～ 無形民俗 県選 昭和53年3月31日

草地おどり 江戸時代～ 無形民俗 県選 昭和62年3月4日

真木大堂木造仁王像（吽形） 田染真中 江戸時代 美術工芸品 市 昭和51年4月1日

長安寺宝篋印塔 加礼川 安土桃山時代 建造物 市 昭和52年4月1日

釈迦堂宝篋印塔 南北朝時代 建造物 市 昭和52年4月1日

天念寺不動種子石碑 長岩屋 南北朝時代 建造物 市 昭和56年4月1日

寺ノ上板碑 戦国時代 建造物 市 昭和56年4月1日

玉津

是永町

田染真中

築地

大分県立歴史博物館

夷

夷

夷

見目

佐野

田染蕗

梅ノ木

美和

新栄

草地

所　在　地 指定･選定･登録年月日
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名　　　　　　　　　　　　　称 時　代 形　態 指　定

胎蔵寺墓地国東塔 戦国時代 建造物 市 昭和56年4月1日

長添板碑 草地 南北朝時代 建造物 市 昭和56年4月1日

朝平橋 明治時代 建造物 市 昭和56年4月1日

塔ノ御堂国東塔 小田原 鎌倉時代 建造物 市 昭和57年6月1日

富貴寺国東塔 田染蕗 室町時代 建造物 市 昭和57年6月1日

龍泉寺国東塔 田染真木 室町時代 建造物 市 昭和57年6月1日

青宇田石像四天王 美和 室町時代 美術工芸品 市 昭和57年6月1日

安養寺文字庚申塔 田染真中 江戸前期 有形民俗 市 昭和56年4月1日

真木大堂庚申塔 田染真木 江戸中期 有形民俗 市 昭和56年4月1日

大聖寺板彫種子額 来縄 江戸前期 美術工芸品 市 昭和60年5月1日

大聖寺板絵辨財天 来縄 江戸前期 美術工芸品 市 昭和60年5月1日

大聖寺板絵荒神 来縄 室町時代 美術工芸品 市 昭和60年5月1日

雷鬼の岩屋古墳 古墳後期 史跡 市 昭和48年7月1日

春日神社潮汲御旅所跡地 江戸時代 史跡 市 昭和54年9月21日

両田横穴群 田染相原 古墳後期 史跡 市 昭和54年9月21日

良薬山智恩寺跡 中世 史跡 市 昭和56年4月1日

中林横穴群 古墳後期 史跡 市 昭和56年4月1日

佐野古墳 古墳後期 史跡 市 昭和56年4月1日

大樟 新栄 － 天然記念物 市 昭和46年7月1日

豊後のぼり 明治時代～ 無形 市 昭和53年11月8日

割掛遺跡 弥生～古墳 史跡 市 平成5年8月5日

天念寺大般若経・奥書 長岩屋 室町時代 美術工芸品 市 平成9年4月8日

袈裟切り御名号 安土桃山時代 有形民俗 市 平成9年4月8日

寺子屋跡 安土桃山時代 史跡 市 平成9年4月8日

虚空蔵菩薩坐像 加礼川 室町時代 美術工芸品 市 平成11年7月8日

小畑遺跡 築地 弥生時代 史跡 市 平成12年11月1日

涵養舎跡 草地 江戸後期 史跡 市 平成12年11月1日

木造地蔵菩薩立像附木造小地蔵菩薩立像 水崎 平安時代 美術工芸品 市 平成13年12月25日

保食宮参道石橋 佐野 江戸時代 建造物 市 平成13年12月25日

春日神社潮汲絵巻 草地 江戸後期 美術工芸品 市 平成14年9月3日

若宮八幡神社秋季大祭（御神幸） 平安時代～ 無形民俗 市 平成24年11月23日

都甲八幡社石造仁王像 築地 江戸中期 美術工芸品 市 平成24年12月27日

大門坊磨崖仏 田染真中 室町時代 史跡 市 平成24年12月27日

若宮八幡神社祭礼絵図・縁起 是永町 江戸時代 美術工芸品 市 平成24年12月27日

間戸二層塔 田染真中 南北朝時代 建造物 市 平成25年1月29日

中之島旅館石殿 御玉 南北朝時代 建造物 市 平成25年1月29日

算所観音十一面観音坐像 新栄 鎌倉後期 美術工芸品 市 平成25年1月29日

二宮八幡社石造仁王像 江戸時代 美術工芸品 市 平成25年1月29日

富貴寺十王石仏 附 奪衣婆石仏及び地蔵石仏 田染蕗 南北朝時代 美術工芸品 市 平成27年10月23日

木造菩薩形立像 加礼川 平安後期 美術工芸品 市 平成29年4月28日

木造阿弥陀如来坐像 附 両脇侍菩薩立像 加礼川 鎌倉後期・南北朝時代 美術工芸品 市 平成29年4月28日

木造薬師如来坐像 加礼川 鎌倉後期 美術工芸品 市 平成29年4月28日

金銅菩薩形立像 加礼川 鎌倉時代 美術工芸品 市 平成29年4月28日

木造菩薩形坐像 加礼川 南北朝時代 美術工芸品 市 平成29年4月28日

木造十一面観音立像 鍛冶屋町 鎌倉後期 美術工芸品 市 平成29年4月28日

応暦寺千手観音立像 大岩屋 鎌倉時代 美術工芸品 市 昭和52年1月12日

多宝院の毘沙門天立像 大岩屋 鎌倉時代 美術工芸品 市 昭和52年1月12日

応暦寺の阿弥陀如来坐像 大岩屋 室町時代 美術工芸品 市 昭和52年1月12日

無動寺の日光・月光菩薩立像 黒土 室町時代 美術工芸品 市 昭和52年1月12日

弥勒寺の弥勒菩薩坐像 城前 室町～江戸時代 美術工芸品 市 昭和52年1月12日

応暦寺の不動明王立像 大岩屋 鎌倉時代 美術工芸品 市 昭和52年1月12日

別十字堂跡の磨崖宝塔 室町時代 史跡 市 昭和52年1月12日

応暦寺の燈明石像 大岩屋 室町後期 美術工芸品 市 昭和52年1月12日

三社権現の宝篋印塔 城前 室町後期 建造物 市 昭和52年1月12日

中之坊磨崖仏 室町～江戸時代 史跡 市 昭和52年1月12日

応暦寺の宝篋印塔 大岩屋 南北朝時代 建造物 市 昭和52年1月12日

黒土

梅木

城前

美和

呉崎

鼎

田染池部

佐野

草地

来縄

佐野

梅木

是永町

田染真中

田染平野

所　在　地 指定･選定･登録年月日
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名　　　　　　　　　　　　　称 時　代 形　態 指　定

胎蔵寺墓地国東塔 戦国時代 建造物 市 昭和56年4月1日

長添板碑 草地 南北朝時代 建造物 市 昭和56年4月1日

朝平橋 明治時代 建造物 市 昭和56年4月1日

井口家の宝塔 南北朝時代 建造物 市 昭和52年1月12日

堀内家の宝塔 安土桃山～江戸時代 建造物 市 昭和52年1月12日

真玉八幡社の国東塔 西真玉 鎌倉時代 建造物 市 昭和52年1月12日

真玉氏墓地 西真玉 室町時代 史跡 市 昭和52年1月12日

大塚古墳 古墳時代 史跡 市 昭和52年1月12日

山田家国東塔 室町後期 建造物 市 昭和52年1月12日

三井寺国東塔 中真玉 室町時代 建造物 市 昭和52年1月12日

安養寺石殿 中真玉 室町時代 建造物 市 昭和52年1月12日

西畠寺跡国東塔 中真玉 南北朝時代 建造物 市 昭和52年1月12日

久保宝篋印塔 安土桃山時代 建造物 市 昭和52年1月12日

妙見社環状列石 臼野 先史時代 史跡 市 昭和52年1月12日

猪群山頂環状列石 先史時代 史跡 市 昭和52年1月12日

地蔵板碑 室町時代 建造物 市 昭和52年1月12日

小河内庚申塔 黒土 江戸時代 建造物 市 昭和52年1月12日

有寺庚申塔 江戸中期 建造物 市 昭和52年1月12日

応暦寺文書 大岩屋 江戸時代 美術工芸品 市 昭和52年1月12日

身濯神社の寄進礼 江戸中期 美術工芸品 市 昭和52年1月12日

応暦寺奥の院の寄進礼 大岩屋 江戸後期 美術工芸品 市 昭和52年1月12日

前田の庚申塔 江戸時代 建造物 市 昭和52年1月12日

身濯神社磨崖宝塔 黒土 室町時代 建造物 市 昭和52年1月12日

田原家一石五輪塔 西真玉 鎌倉時代 建造物 市 昭和52年1月12日

椿の大木 臼野 － 天然記念物 市 昭和52年1月12日

山桃の古木 － 天然記念物 市 昭和52年1月12日

湯前公園宝塔群 城前 室町末期 建造物 市 昭和52年1月12日

応暦寺仁王像 大岩屋 江戸中期 美術工芸品 市 平成24年12月27日

応暦寺地蔵菩薩立像 大岩屋 江戸時代 美術工芸品 市 平成24年12月27日

清台寺宝篋印塔 城前 室町前期 建造物 市 平成24年12月27日

清台寺仁王像 城前 江戸中期 美術工芸品 市 平成24年12月27日

大平金毘羅社仁王像 大平 江戸末期 美術工芸品 市 平成24年12月27日

地蔵堂三層塔 西真玉 南北朝時代 建造物 市 平成24年12月27日

叶渕国東塔 江戸前期 建造物 市 昭和45年10月1日

霊仙寺国東塔 夷 室町中期 建造物 市 昭和45年10月1日

長谷寺跡国東塔 堅来 南北朝時代 建造物 市 昭和45年10月1日

実相院国東塔 夷 南北朝時代 建造物 市 昭和45年10月1日

山王社宝篋印塔 上香々地 江戸後期 建造物 市 平成4年1月27日

梅松寺宝篋印塔 小畑 戦国時代 建造物 市 昭和45年10月1日

虎御前宝篋印塔 夷 江戸中期 建造物 市 昭和45年10月1日

竹田津家宝篋印塔 見目 江戸前期 建造物 市 昭和45年10月1日

道園宝篋印塔 夷 江戸初期 建造物 市 昭和45年10月1日

今倉家層塔 香々地 室町時代 建造物 市 昭和45年10月1日

長谷寺跡三層塔 堅来 南北朝～室町時代 建造物 市 昭和45年10月1日

金伏石幢 江戸中期 建造物 市 昭和45年10月1日

横岳石幢 江戸中期 建造物 市 昭和45年10月1日

施恩寺仁王像 上香々地 江戸中期 美術工芸品 市 昭和45年10月1日

堅来八幡仁王像 堅来 江戸後期 美術工芸品 市 昭和45年10月1日

霊仙寺仁王像① 夷 不詳 美術工芸品 市 昭和45年10月1日

霊仙寺仁王像② 夷 江戸末期 美術工芸品 市 昭和45年10月1日

霊仙寺地蔵尊像 夷 江戸末期 美術工芸品 市 昭和45年10月1日

秋本十五仏石 不詳 美術工芸品 市 昭和45年10月1日

谷ノ迫磨崖像 南北朝～戦国時代 美術工芸品 市 昭和45年10月1日

六所神社磨崖像 室町時代 美術工芸品 市 昭和45年10月1日

早田庚申塔 江戸中期 建造物 市 昭和45年10月1日

川原寺板碑 上香々地 室町前期 建造物 市 昭和45年10月1日

香々地

上香々地

夷

上香々地

夷

夷

香々地

黒土

西真玉

西真玉

西真玉

中真玉

臼野

臼野

臼野

大岩屋

黒土

城前

梅木

田染平野

所　在　地 指定･選定･登録年月日



■ 文 化 財 < 続 き >

●文化財の件数（新規指定・選定・登録数）の推移

★：新規（平成30年度）
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●文化財の件数（総数）の推移

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

国指定 16 16 16 17 18

国登録 18 18 18 23 23

県指定 54 55 57 59 61

市指定 137 139 135 140 138

合計件数 225 228 226 239 240

名　　　　　　　　　　　　　称 時　代 形　態 指　定

釈迦堂釈迦像 平安後期 美術工芸品 市 昭和45年10月1日

焼尾の阿弥陀像 平安後期 美術工芸品 市 昭和45年10月1日

横岳観音像 戦国時代 美術工芸品 市 昭和45年10月1日

釈迦堂阿弥陀像 江戸時代 美術工芸品 市 昭和45年10月1日

大乗妙典一字一石塔 江戸中期 建造物 市 昭和45年10月1日

別宮八幡楼門 香々地 明治時代 建造物 市 昭和45年10月1日

戎子橋 夷 明治時代 建造物 市 平成元年4月27日

施恩禅寺 上香々地 南北朝時代 史跡 市 昭和45年10月1日

叶渕観音堂 江戸時代 史跡 市 昭和45年10月1日

中山観音堂 見目 江戸時代 史跡 市 昭和45年10月1日

長谷寺跡 江戸時代 史跡 市 昭和45年10月1日

伝吉田光由墓他 江戸時代 史跡 市 平成3年4月27日

越路五輪塔群 安土桃山 建造物 市 平成13年12月21日

尾崎古墳 香々地 古墳時代 史跡 市 平成6年11月4日

別宮八幡銀杏の木 香々地 － 天然記念物 市 平成6年11月4日

夷里神楽 江戸時代～ 無形民俗 市 昭和45年10月1日

見目神楽 見目 昭和時代～ 無形民俗 市 昭和45年10月1日

お田植え祭り 香々地 江戸時代～ 無形民俗 市 昭和45年10月1日

小畑正一位稲荷大明神の祠 大正時代 建造物 市 平成17年1月24日

中村宝篋印塔 堅来 南北朝時代 建造物 市 平成17年1月24日

施恩寺観音堂石像 上香々地 江戸時代 美術工芸品 市 平成24年12月27日

中山観音堂国東塔 見目 室町時代 建造物 市 平成25年1月29日

五郎丸国東塔 香々地 戦国時代 建造物 市 平成25年1月29日

道園猿田彦大神像庚申塔　附　青面金剛像庚
申塔、猿田彦大神画像掛軸及び待上庚申講関
係資料一式

夷 江戸中期～ 有形民俗 市 平成29年4月28日

小畑

羽根

香々地

堅来

夷

上香々地

夷

見目

香々地

夷

夷

所　在　地 指定･選定･登録年月日

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 主な指定･選定･登録内容

国指定 1 1 1
28年度：田染荘小崎の農村景観(追加選定)
29年度：天念寺耶馬及び無動寺耶馬

30年度：中山仙境(夷谷)

国登録 5 29年度：妙壽寺本堂･鐘楼･経蔵･中門･山門

県指定 1 2 2 2

27年度：六郷山夷岩屋の寺社境内
28年度：若宮八幡神社本殿他、木造仁王像(阿形)

29年度：島原藩領田染組村絵図、石造地蔵菩薩坐像
30年度：城山薬師堂四面石仏、早田国東塔

市指定 4 3 7
27年度：富貴寺十王石仏附奪衣婆石仏及び地蔵石仏

29年度：木造菩薩形立像他、木造十一面観音立像、
　　　　  道園猿田彦大神像庚申塔他

合計件数 4 4 3 15 3



付-１ 豊後高田市観光マップ
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「豊後高田昭和の町」
～お帰りなさい。思い出の町へ。～

国東半島西の玄関口として栄華を誇ってきた本市中心商店街は、昭和
40年代の宇佐参宮鉄道廃線やモータリゼーションの進展による人の流れ
に変化が起きたことや平成の時代に入り、郊外型大型店が進出したこと
などから「人通りよりも犬や猫の方が多い」と表現されるまで衰退して
ました。
この衰退していた商店街にかつての元気を取り戻すため、商店街が最

も華やかで元気であった「昭和30年代」をテーマに商業者、商工会議
所、行政が一体となって「商業と観光の一体的振興策」として平成13年
から取り組みをスタートしました。
昭和の4つの再生（昭和の建築再生、昭和の歴史再生、昭和の商品再

生、昭和の商人再生）をコンセプトとした「昭和の店」を年々拡大し、
あわせて拠点施設「昭和ロマン蔵」を整備するなど、着実に取り組みを
進めてきました。
人通りも少なかった総延長約550ｍの商店街は、今では年間約39万人の

観光客が訪れる町へと生まれ変わりました。

「豊後高田昭和の町」－これからも進化し続ける“おまち”をめざします。

商店街が最も華やかで元気だった時代

－昭和３０年代－

現在の商店街

おしっくら

付-２ 「豊後高田昭和の町」の取り組み
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「 豊 後 高 田 昭 和 の 町 」 の 拠 点 施 設
昭 和 ロ マ ン 蔵

南 蔵

北 蔵

東 蔵

「昭和ロマン蔵」は、明治から昭和にかけて大分県きっての
豪商であった野村家の倉庫（昭和１０年頃の建築）を改造し、
「豊後高田昭和の町」のランドマークとなりました。

ここではオート三輪車「ミゼット」をはじめとする自動車や
木製の机やチョークで描く黒板のある教室、当時花形であった
電化製品など、なつかしい昭和が満載で再現されている“昭和
のテーマパーク”です。

昭和32年製造のボンネットバス「昭和ロマン号」（いすゞ
ＢＸ141）もここから昭和の町を周遊します。

昭 和 の 夢 町 三 丁 目 館

駄 菓 子 屋 の 夢 博 物 館
チ ー ム ラ ボ ギ ャ ラ リ ー 昭 和 の 町

レ ス ト ラ ン 「 旬 彩 」 南 蔵

南 蔵北 蔵

東 蔵

ｃ ｃ ｃ

「豊後高田昭和の町」の平成30年観光入込客数は
396,811人でした。是非、お越しください。

付-２ 「豊後高田昭和の町」の取り組み
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①「ナミヤ雑貨店の奇蹟」
◆ロケ期間

平成２９年２月１日～２月２２日
◆主なロケ地

豊後高田昭和の町商店街、香々地青少年の家、
真玉海岸

◆原 作 東野 圭吾
◆主 演 山田 涼介
◆出 演 西田 敏行、尾野 真千子 外
◆公開日

平成２９年９月２３日（全国約390館で上映）
◆備 考：中国、香港、台湾、韓国、シンガポール

マレーシアでの海外上映
◆第４１回日本アカデミー賞にて、作品賞・監督賞・

脚本賞・助演男優賞・助演女優賞・美術賞の6部
門で優秀賞を受賞

②「坂道のアポロン」
◆ロケ期間

平成２９年５月１７日～５月３０日
◆主なロケ地

豊後高田昭和の町商店街
◆原 作 小玉 ユキ
◆主 演 知念 侑李
◆出 演 中川 大志、小松 菜奈 外
◆公開日

平成３０年３月１０日（全国約３００館で上映）

③「旅猫リポート」
◆ロケ期間：平成２９年３月２９日～３月３１日
◆主なロケ地：長崎鼻・粟嶋公園付近・高田中央病院
◆原 作 有川 浩
◆主 演 福士 蒼汰
◆出 演 高畑 充希 他
◆公開日

平成３０年１０月２６日(全国)約300館で上映）
◆備 考：中国、香港、台湾、韓国、シンガポール、

タイ、マカオなどでの海外上映

付-３ 豊後高田市をロケ地として撮影された作品
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付-４ 豊後高田市が運営する“光”ケーブルネットワーク
～キラリと“光”る まちづくり～

快適インターネット！

皆にお知らせ！

いろんなチャンネルが
見られる！

特徴① 「市内全域」で超高速インターネット！

◆最大１ギガの通信環境※

市内全域に張り巡らせたケーブル網で、市
内のどこでも光インターネットが利用でき、
Wi-Fiを設置することでスマホ・タブレットも
容量を気にすることなくご利用できます。
（※NTT西日本が提供する「ﾌﾚｯﾂ光ﾏｲﾀｳﾝﾈｸｽﾄ」）

※加入率92.6％（令和元年５月末現在）

特徴② お年寄りも安心！見守りサービス！

◆緊急通報システム
高齢者等の方が自宅において、急に体調が

悪くなったり、事故にあわれたときに、告知
端末の「緊急ボタン」を押せば近所の協力員
や消防署による速やかな救援を受けられます。

◆安否確認システム
高齢者等の自宅に人を感知するセンサーを

設置し、一定時間内に反応が無ければ、近所
の協力者や社会福祉協議会の職員が安否を確
認します。

特徴③ グループ放送で皆さんに一斉連絡！

◆グループ告知放送システム
告知端末で、自治会や学校、老人クラブな

ど各種グループの皆さんに電話で一斉連絡が
できます。

◆緊急・防災情報
テレビや各家庭に設置している告知端末で、

緊急・防災情報が瞬時に得られるので安全に
避難できます。

明日、公民館で○○
を開催します。

危険です！
避難してください！

特徴④ 豊後高田市は「電波銀座」！

◆13チャンネルが基本プラン
大分だけでなく、福岡のテレビ放送が映り、

時代劇・アニメ専門のチャンネルが基本プラ
ンでご覧になれます。
（時代劇・アニメは専用機器での視聴となります。）

みんなで見守り！
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